


























































































産卵期は海水温が 13 ～ 22℃の４～６月で、満１
年の個体で９ｇ、２年で 80 ｇ、３～４年で 170 ～
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図４　七尾湾とナマコの食品生産地（１－七尾市石崎町、２－穴水町中居、３－七尾市能登島曲）













































































































































































































1/2 ～ 1/3 ほどは縮む。仕上がった熬海鼠は、５～













































　　　　　　　法量 206 × 23 ×５　型式 031













































































出土品から探すと、曲物で口径 25 ～ 30㎝、深さ



































































































































































































































































































































































































































文明 13 年の１年間においては、総数 880 桶もの海
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理由は、数量以外にもある。荷札の永禄 10 年の 12
月 25 日と翌年の５月 17 日の二回、朝倉館に御成を
した足利義秋に対して、朝倉義景は盛大な饗応を催




































































































































































院の調査から、現在のから約 600 ～ 670 ｇとみられる。
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